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大浮 済 ･大島 将
.目片文夫 ･林 基拾
三上文江1)



















大島 清 ･林 義治
要因のうち,中枢機序がもっとも考えられ,そ
のうち'光一松果体一視床下部の経路がZE要と思
われる｡現在では松果体性のメラトニンのみでな
く,祝托下部性のjndolamineと光,LH1-RHと
の関係を考慮に入れねはな■らない｡中枢と性腺活
動をfTl先生埋字的,屯粥的に研究をすすめる｡
5)分娩発釆及び妊娯維持摂序に関する研究
大 鳥 滞
妊娠および分娩前後のサル血中Prostaglandin,
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